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　国民年金保険料について、令和５年２月20日から現金、口座振替、クレジットカード、
Pay-easy等による納付に加え、新たにスマートフォンアプリを使用した電子（キャッシュレ
ス）決済での納付が利用できるようになりました。
　スマホ決済は、対応する決済アプリをスマートフォン等の端末にインストールしたうえ、
端末のカメラ機能を使用し、納付書に印字されたバーコードを読み取ることで、その場で納
付することができるサービスです。

令和５年２月20日
利用開始

北留萌消防組合消防署 苫 前 支 署 ☎ ６４－２３２１
　　　　　　　　　 　古丹別支署 ☎ ６５－４１１９火事・救急は１１９番！

ご利用に必要なもの】

国民年金保険料がスマートフォンアプリで
納付できるようになりました

　　令和４年の町内出動件数は123件。前年と比較すると13件増加。また、医療機関への搬送人員は
120人、前年と比較し16人増加となりました。搬送した年齢別の内訳は、65歳以上の高齢者99人で
全体の約83％を占めています。

　また、搬送医療機関は道立羽幌病院が最も多く、
全体の約92％を占めますが、病状により留萌市
立病院への搬送や緊急度の高い場合はＤｒヘリ
搬送も判断しています。

救急車の適正利用にご協力ください。
■　消防署では、救急講習会の受講者を募集し
　ています。
　　受講を希望される方は、下記の電話番号ま
　でご連絡ください。

令和４年救急出動概況

“救える命を救うため”

令和４年１月１日～12月31日
ファイヤー通信

①納付書
②スマートフォン
③決済アプリ

事故種別

火　　災

交　　通

労働災害

一般負傷

水　　難

自損行為

急　　病

転院搬送

そ の 他

合　　計

□事故種別出動・搬送人員 □医療機関別搬送人員
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搬送人員(人) 搬送医療機関名

道立羽幌病院

留萌市立病院

留萌セントラルクリニック

旭川赤十字病院

合　　計

搬送人員

111

７

１

１

120

①アプリを起動 ②バーコードを読取 ③決済内容を確認 ④パスワードを入力 ⑤決済完了

■対象決済アプリ（五十音順）
　・ａｕＰＡＹ
　・ｄ払い
　・ＰａｙＢ（ＰａｙＢと連携している各金融機関が提供する決済アプリを含む）
　・ＰａｙＰａｙ
■スマホ決済の流れ

※バーコードが印字されない納付書（30万円を超える金額の納付書等）については、ご利用いただけません。
※各決済アプリの使用方法については、ご利用の決済事業者にお問合せください。

留萌年金事務所
☎0164－43－7211
苫前町役場住民生活課
☎0164－64－2213

お問合せ先
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　１月24日、苫前町老人クラブ連合会主催で新年交流会を開催しました。
例年行っていた「うたごえ喫茶」から名前を変えて、３年振りの開催と
なりましたが、45名の参加がありました。
　ゲストにレクサポ・マツハシの松橋秀和さんをお迎えして、昔懐かし
い歌や童謡の演奏、音楽に合わせて体を動かす歌体操を行っていただき
ました。一緒に歌っている参加者も多く「久しぶりにみんなで歌って楽
しかった」という声を多く聞くことができました。

　１月31日、苫前小学校（熊倉一弘校長）３年生の
福祉体験学習（地域学校協働活動）を実施しました。
社協職員及び町公民館職員が講師役となり、10名の
児童は４つのグループに分かれて車いす体験に取り
組み、基本的な操作方法、乗降方法を学んだ後、多
目的トイレや水飲み場、自分たちの教室などで普段
の生活との違いを疑似体験しました。
　学習後の児童からは、「車いすに乗っている人は楽
だと思っていたが、想像以上に大変だった」「難しか
った」といった感想を多く聞くことができました。

　２月４日、古丹別中学校（西條直志校長）の除雪ボランティア活動が
行われました。校内でチラシにて周知し、生徒と教職員13名がボラン
ティアに参加し、町営住宅に住む高齢者宅の除雪を行い、高齢者の助け
となりました。
　２月５日、苫前消防団の定期訓練に併せて、苫前地区の高齢者宅を対
象に避難経路確保を目的とした除雪ボランティアが行われました。実際
に１人では避難が困難な方も多く、災害へ備えることができました。

　２月22日、苫前商業高校（佐藤恵一校長）の除雪ボランティア活動が行われました。恒例となった同校
の活動ですが、応援参加として苫前駐在所の目黒所長、古丹別駐在所の竹沢巡査部長と一緒に活動しました。
　25人の生徒は３グループに分かれ、事前に社協で調整した個人宅１軒と北星団地２軒の除雪箇所へ向かい、
先生方やボランティアの方々と一緒に除雪作業を行いました。住宅の横や裏手、窓付近の雪を取り除き、
高齢者の皆さんの冬期間の生活の安心に大きな助けとなりました。

　２月21日、令和４年度最終回となる第６回目のふれあい倶楽部を開催しました。
　今年度最多52名の参加で、午前中は西川加代子さんを講師に迎え「お雛
様のフラワーアレンジメント」づくりを楽しみ、午後からは「ボウリング
大会」を行いました。久々の実施となった「ボウリング大会」では「いい
運動になった」「久しぶりに汗をかいた」などといった声が聞かれ、冬場の
いい運動になりました。
　次回のふれあい倶楽部は、苫前町公民館からとままえ温泉ふわっとへ会
場を移し、4月26日の開催で「創作活動（樹脂粘土）」と「ラダーゲッター」
を行う予定ですので、皆様のご参加をお待ちしております。

令和４年10月から取り組んでまいりました「赤い羽根共同募金」と12月に実施した「歳末たすけあい運動」に、
町民の皆様から多くの募金をお寄せいただきました。ご協力いただいた皆様に、改めて感謝申し上げます。
　募金は、北海道共同募金会を通じて福祉施設・福祉団体等の支援のために活用されますが、その多くは
町内に還元されています。なお、令和５年度の町内の助成事業の公募は既に終了し、北海道共同募金会へ
申請中です。

　社協が事務局を受託している下記の団体では、随時会員を募集しています。ご興味をいただけましたら、
お気軽にお問い合わせください。
　◎老人クラブ
　　町内の各地区に老人クラブがあり、それぞれ特色のある活動をされています。加入可能な年齢も、各
　クラブで違いがあります。社協では、苫前町老人クラブ連合会の事務局を担っていますので、お住まい
　の地区の老人クラブ活動について、紹介させていただきます。
　　会費は各クラブにより異なり、免除制度があるクラブもあります。
　◎苫前町身体障がい者福祉協会
　　身体に障がいをお持ちの方、その保護者の方や介護者の方を会員としています。また、障がいをお持
　ちでない方でも、会の趣旨に賛同いただける場合は、賛助会員として加入することができます。
　　会員の親睦を目的に、さくらまつりでのお花見や、くだもの狩りなどの行事を行っています。
　　会費（年額）は、正会員1,500円、賛助会員1,000円です。
　◎苫前町遺族会
　　戦没者の遺族を会員としています。また、会の趣旨に賛同いただける場合も、賛助会員として加入す
　ることができます。
　　会員の親睦と戦没者の慰霊を目的に、招魂祭の開催や、北海道護国神社への参拝などの行事を行って
　います。
　　会費（年額）は、正会員3,000円、賛助会員1,000円です。

　苫前町ボランティアセンターでは、町内でボランティア活動をしている団体や個人の皆様を支援するため、
当センターへの登録をお願いしています。
　登録は随時受け付けていますが、年度ごとの登録としていますので、既に登録いただいている方々は、
３月25日までに更新の手続きをお願いします。
　当センターに登録いただけますと、一部の団体を除きボランティア活動保険に負担なしで加入できます
ので、ご登録されていない方はこの機会にご検討いただき、事務局までお気軽にお問い合わせください。

　社協では、ボランティア活動の推進を図るため、ペットボトルキャップの収集を
実施していますが、町内でプラスチックごみとして適切にリサイクルされているこ
とから、令和４年度をもって終了します。令和５年３月までは収集しますが、４月
以降はプラスチックごみとして出していただきますようお願いいたします。
　なお、リングプルについては、引き続き収集していますので、ご協力をお願いい
たします。
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■赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金の結果について

■団体会員を募集しています！

■ボランティア活動をしている皆様方へのお知らせ

■ペットボトルキャップ収集受付終了のお知らせ

◎赤い羽根共同募金運動
区　　分 実績額 (円 )

戸別募金(町内会)

法人募金

学校募金

職域募金

興行募金

グッズ頒布金等

募金総額

663,800

208,407

40,920

5,965

520

119,635

1,039,247

◎歳末たすけあい運動
区　　分 実績額 (円 )

戸別募金(町内会)

法人募金

学校募金

職域募金

イベント募金

その他の募金

募金総額

327,600

61,057

6,346

0

7,811

1,000

403,814

　１月24日、苫前町老人クラブ連合会主催で新年交流会を開催しました。
例年行っていた「うたごえ喫茶」から名前を変えて、３年振りの開催と
なりましたが、45名の参加がありました。
　ゲストにレクサポ・マツハシの松橋秀和さんをお迎えして、昔懐かし
い歌や童謡の演奏、音楽に合わせて体を動かす歌体操を行っていただき
ました。一緒に歌っている参加者も多く「久しぶりにみんなで歌って楽
しかった」という声を多く聞くことができました。

　１月31日、苫前小学校（熊倉一弘校長）３年生の
福祉体験学習（地域学校協働活動）を実施しました。
社協職員及び町公民館職員が講師役となり、10名の
児童は４つのグループに分かれて車いす体験に取り
組み、基本的な操作方法、乗降方法を学んだ後、多
目的トイレや水飲み場、自分たちの教室などで普段
の生活との違いを疑似体験しました。
　学習後の児童からは、「車いすに乗っている人は楽
だと思っていたが、想像以上に大変だった」「難しか
った」といった感想を多く聞くことができました。

　２月４日、古丹別中学校（西條直志校長）の除雪ボランティア活動が
行われました。校内でチラシにて周知し、生徒と教職員13名がボラン
ティアに参加し、町営住宅に住む高齢者宅の除雪を行い、高齢者の助け
となりました。
　２月５日、苫前消防団の定期訓練に併せて、苫前地区の高齢者宅を対
象に避難経路確保を目的とした除雪ボランティアが行われました。実際
に１人では避難が困難な方も多く、災害へ備えることができました。

　２月22日、苫前商業高校（佐藤恵一校長）の除雪ボランティア活動が行われました。恒例となった同校
の活動ですが、応援参加として苫前駐在所の目黒所長、古丹別駐在所の竹沢巡査部長と一緒に活動しました。
　25人の生徒は３グループに分かれ、事前に社協で調整した個人宅１軒と北星団地２軒の除雪箇所へ向かい、
先生方やボランティアの方々と一緒に除雪作業を行いました。住宅の横や裏手、窓付近の雪を取り除き、
高齢者の皆さんの冬期間の生活の安心に大きな助けとなりました。

　２月21日、令和４年度最終回となる第６回目のふれあい倶楽部を開催しました。
　今年度最多52名の参加で、午前中は西川加代子さんを講師に迎え「お雛
様のフラワーアレンジメント」づくりを楽しみ、午後からは「ボウリング
大会」を行いました。久々の実施となった「ボウリング大会」では「いい
運動になった」「久しぶりに汗をかいた」などといった声が聞かれ、冬場の
いい運動になりました。
　次回のふれあい倶楽部は、苫前町公民館からとままえ温泉ふわっとへ会
場を移し、4月26日の開催で「創作活動（樹脂粘土）」と「ラダーゲッター」
を行う予定ですので、皆様のご参加をお待ちしております。

令和４年10月から取り組んでまいりました「赤い羽根共同募金」と12月に実施した「歳末たすけあい運動」に、
町民の皆様から多くの募金をお寄せいただきました。ご協力いただいた皆様に、改めて感謝申し上げます。
　募金は、北海道共同募金会を通じて福祉施設・福祉団体等の支援のために活用されますが、その多くは
町内に還元されています。なお、令和５年度の町内の助成事業の公募は既に終了し、北海道共同募金会へ
申請中です。

　社協が事務局を受託している下記の団体では、随時会員を募集しています。ご興味をいただけましたら、
お気軽にお問い合わせください。
　◎老人クラブ
　　町内の各地区に老人クラブがあり、それぞれ特色のある活動をされています。加入可能な年齢も、各
　クラブで違いがあります。社協では、苫前町老人クラブ連合会の事務局を担っていますので、お住まい
　の地区の老人クラブ活動について、紹介させていただきます。
　　会費は各クラブにより異なり、免除制度があるクラブもあります。
　◎苫前町身体障がい者福祉協会
　　身体に障がいをお持ちの方、その保護者の方や介護者の方を会員としています。また、障がいをお持
　ちでない方でも、会の趣旨に賛同いただける場合は、賛助会員として加入することができます。
　　会員の親睦を目的に、さくらまつりでのお花見や、くだもの狩りなどの行事を行っています。
　　会費（年額）は、正会員1,500円、賛助会員1,000円です。
　◎苫前町遺族会
　　戦没者の遺族を会員としています。また、会の趣旨に賛同いただける場合も、賛助会員として加入す
　ることができます。
　　会員の親睦と戦没者の慰霊を目的に、招魂祭の開催や、北海道護国神社への参拝などの行事を行って
　います。
　　会費（年額）は、正会員3,000円、賛助会員1,000円です。

　苫前町ボランティアセンターでは、町内でボランティア活動をしている団体や個人の皆様を支援するため、
当センターへの登録をお願いしています。
　登録は随時受け付けていますが、年度ごとの登録としていますので、既に登録いただいている方々は、
３月25日までに更新の手続きをお願いします。
　当センターに登録いただけますと、一部の団体を除きボランティア活動保険に負担なしで加入できます
ので、ご登録されていない方はこの機会にご検討いただき、事務局までお気軽にお問い合わせください。

　社協では、ボランティア活動の推進を図るため、ペットボトルキャップの収集を
実施していますが、町内でプラスチックごみとして適切にリサイクルされているこ
とから、令和４年度をもって終了します。令和５年３月までは収集しますが、４月
以降はプラスチックごみとして出していただきますようお願いいたします。
　なお、リングプルについては、引き続き収集していますので、ご協力をお願いい
たします。
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■町老連新年交流会

■福祉体験学習が行われました

■除雪ボランティア活動

■第６回ふれあい倶楽部を実施しました
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　１月24日、苫前町老人クラブ連合会主催で新年交流会を開催しました。
例年行っていた「うたごえ喫茶」から名前を変えて、３年振りの開催と
なりましたが、45名の参加がありました。
　ゲストにレクサポ・マツハシの松橋秀和さんをお迎えして、昔懐かし
い歌や童謡の演奏、音楽に合わせて体を動かす歌体操を行っていただき
ました。一緒に歌っている参加者も多く「久しぶりにみんなで歌って楽
しかった」という声を多く聞くことができました。

　１月31日、苫前小学校（熊倉一弘校長）３年生の
福祉体験学習（地域学校協働活動）を実施しました。
社協職員及び町公民館職員が講師役となり、10名の
児童は４つのグループに分かれて車いす体験に取り
組み、基本的な操作方法、乗降方法を学んだ後、多
目的トイレや水飲み場、自分たちの教室などで普段
の生活との違いを疑似体験しました。
　学習後の児童からは、「車いすに乗っている人は楽
だと思っていたが、想像以上に大変だった」「難しか
った」といった感想を多く聞くことができました。

　２月４日、古丹別中学校（西條直志校長）の除雪ボランティア活動が
行われました。校内でチラシにて周知し、生徒と教職員13名がボラン
ティアに参加し、町営住宅に住む高齢者宅の除雪を行い、高齢者の助け
となりました。
　２月５日、苫前消防団の定期訓練に併せて、苫前地区の高齢者宅を対
象に避難経路確保を目的とした除雪ボランティアが行われました。実際
に１人では避難が困難な方も多く、災害へ備えることができました。

　２月22日、苫前商業高校（佐藤恵一校長）の除雪ボランティア活動が行われました。恒例となった同校
の活動ですが、応援参加として苫前駐在所の目黒所長、古丹別駐在所の竹沢巡査部長と一緒に活動しました。
　25人の生徒は３グループに分かれ、事前に社協で調整した個人宅１軒と北星団地２軒の除雪箇所へ向かい、
先生方やボランティアの方々と一緒に除雪作業を行いました。住宅の横や裏手、窓付近の雪を取り除き、
高齢者の皆さんの冬期間の生活の安心に大きな助けとなりました。

　２月21日、令和４年度最終回となる第６回目のふれあい倶楽部を開催しました。
　今年度最多52名の参加で、午前中は西川加代子さんを講師に迎え「お雛
様のフラワーアレンジメント」づくりを楽しみ、午後からは「ボウリング
大会」を行いました。久々の実施となった「ボウリング大会」では「いい
運動になった」「久しぶりに汗をかいた」などといった声が聞かれ、冬場の
いい運動になりました。
　次回のふれあい倶楽部は、苫前町公民館からとままえ温泉ふわっとへ会
場を移し、4月26日の開催で「創作活動（樹脂粘土）」と「ラダーゲッター」
を行う予定ですので、皆様のご参加をお待ちしております。

令和４年10月から取り組んでまいりました「赤い羽根共同募金」と12月に実施した「歳末たすけあい運動」に、
町民の皆様から多くの募金をお寄せいただきました。ご協力いただいた皆様に、改めて感謝申し上げます。
　募金は、北海道共同募金会を通じて福祉施設・福祉団体等の支援のために活用されますが、その多くは
町内に還元されています。なお、令和５年度の町内の助成事業の公募は既に終了し、北海道共同募金会へ
申請中です。

　社協が事務局を受託している下記の団体では、随時会員を募集しています。ご興味をいただけましたら、
お気軽にお問い合わせください。
　◎老人クラブ
　　町内の各地区に老人クラブがあり、それぞれ特色のある活動をされています。加入可能な年齢も、各
　クラブで違いがあります。社協では、苫前町老人クラブ連合会の事務局を担っていますので、お住まい
　の地区の老人クラブ活動について、紹介させていただきます。
　　会費は各クラブにより異なり、免除制度があるクラブもあります。
　◎苫前町身体障がい者福祉協会
　　身体に障がいをお持ちの方、その保護者の方や介護者の方を会員としています。また、障がいをお持
　ちでない方でも、会の趣旨に賛同いただける場合は、賛助会員として加入することができます。
　　会員の親睦を目的に、さくらまつりでのお花見や、くだもの狩りなどの行事を行っています。
　　会費（年額）は、正会員1,500円、賛助会員1,000円です。
　◎苫前町遺族会
　　戦没者の遺族を会員としています。また、会の趣旨に賛同いただける場合も、賛助会員として加入す
　ることができます。
　　会員の親睦と戦没者の慰霊を目的に、招魂祭の開催や、北海道護国神社への参拝などの行事を行って
　います。
　　会費（年額）は、正会員3,000円、賛助会員1,000円です。

　苫前町ボランティアセンターでは、町内でボランティア活動をしている団体や個人の皆様を支援するため、
当センターへの登録をお願いしています。
　登録は随時受け付けていますが、年度ごとの登録としていますので、既に登録いただいている方々は、
３月25日までに更新の手続きをお願いします。
　当センターに登録いただけますと、一部の団体を除きボランティア活動保険に負担なしで加入できます
ので、ご登録されていない方はこの機会にご検討いただき、事務局までお気軽にお問い合わせください。

　社協では、ボランティア活動の推進を図るため、ペットボトルキャップの収集を
実施していますが、町内でプラスチックごみとして適切にリサイクルされているこ
とから、令和４年度をもって終了します。令和５年３月までは収集しますが、４月
以降はプラスチックごみとして出していただきますようお願いいたします。
　なお、リングプルについては、引き続き収集していますので、ご協力をお願いい
たします。
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■赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金の結果について

■団体会員を募集しています！

■ボランティア活動をしている皆様方へのお知らせ

■ペットボトルキャップ収集受付終了のお知らせ

◎赤い羽根共同募金運動
区　　分 実績額 (円 )

戸別募金(町内会)

法人募金

学校募金

職域募金

興行募金

グッズ頒布金等

募金総額

663,800

208,407

40,920

5,965

520

119,635

1,039,247

◎歳末たすけあい運動
区　　分 実績額 (円 )

戸別募金(町内会)

法人募金

学校募金

職域募金

イベント募金

その他の募金

募金総額

327,600

61,057

6,346

0

7,811

1,000

403,814



　スポーツ安全保険は、スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動、レクリエーション活動
などを行う町内の団体に所属している子どもや大人を対象とし、団体活動中や活動のための経路往復中に
起きた傷害事故・損害賠償事故を補償する制度です。随時加入受付を行っておりますので手続きをお願い
します。
　○保険期間：令和５年４月１日～令和６年３月31日
　　　　　　　※加入手続日の翌日から有効
　○年間掛金
　　加入区分：子ども(中学生以下、団体活動のみ)　　800円
　　子どもワイド（個人活動も対象）　　　　　　　 1,450円
　　大人のスポーツ活動（64歳以下）　　　 　　　  1,850円
　　　　　　　　　　　 （65歳以上）　　　 　　　  1,200円
　　大人（文化・ボランティア・地域活動等）　　　　 800円
　　大人ワイド（個人活動も対象）
　　　　　　　　　　　 （64歳以下）　　　　　　   4,850円
　　　　　　　　　　　 （65歳以上）　　　　　　   5,000円
　◇上記掛金の他、振込手数料を負担していただきます。
　　掛金の振込金額　50,000円未満　　　　　　　　 140円
　　　　　　　　　　50,000円以上　　　　　　　　 360円
※苫前町公民館及び苫前町役場（２階子ども教育課）で随時受付しています。

　苫前町教育委員会では、様々な講座を開催しています。今年度、これまで開催した講座の一部を紹介します。
　講座実施のご相談も随時受け付けておりますので、お気軽に苫前町公民館へご相談ください。

【 講座名／講師名 】
＜成人向け＞
　とままえ学び塾（第２回）～一次産業（漁業）を知るの巻～／ inaka BLUE　代表　小笠原　宏一　氏
　とままえ学び塾（第１回）～一次産業（農業）を知るの巻～／中嶋　和浩　氏
　とままえ歴史探検～苫前町の宝から歴史を探る～／苫前町郷土史研究会　会長　伊藤　通康　氏
　『睡眠』と『健康』の知恵袋／明治安田生命保険相互会社　旭川支社　小倉　雄一郎　氏 ほか
　もふもふリース作り／ビバアルパカ牧場　本間　香　氏
　鮭トバ作り／磯崎　功　氏
　よくあがる凧作り／能登　忠　氏

＜親子・少年向け＞
　ヤクルト出前講座「乳酸菌のお話と調理教室」／株式会社ヤクルト北北海道　小野寺　恵　氏
　木育ひろば／沼田町地域おこし協力隊　大竹　将太　氏
　木育ひろば／長島　弘幸　氏、大滝　英治　氏、留萌振興局森林室木育推進チーム　藤吉　浩幸　氏 ほか
　木育ひろば／大滝　英治　氏、留萌教育局森林室木育推進チーム　藤吉　浩幸　氏 ほか
　冬休み理科実験教室／北海道教育庁留萌教育局教育支援課社会教育指導班主査　髙橋　枝里子　氏

スポーツ安全保険のお知らせ（令和５年度分）

苫前町公民館講座の紹介

学びの広場

☎ ６５－４０７６  FAX ６５－３２２０～あなたの学びを応援します～

E-mail:shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp苫 前 町 公 民 館

『睡眠』と『健康』の知恵袋 冬休み理科実験教室

チャレンジデー 2023　5月31日（水）開催!!

広報とままえ　3月号　12頁

イベントカレンダーイベントカレンダー ３月→４月

広報とままえ　3月号　13頁

………………………………………………………………………………る情報いま住

※日程は変更となることがありますので、予めご確認ください。

　苫前建設工業株式会社（寺島登久雄代表取締役）・協
和建設株式会社（丹羽丈夫代表取締役）・株式会社大川
重機（工藤典緒代表取締役）が２月
10日（金）に町営住宅川添団地の高
齢者向け住宅の除雪を地域社会貢献
事業として実施しました。
　ありがとうございました。

町営住宅川添団地における除雪

　力昼九重線外道単局改修工事（冬）を実施の渡部工業
株式会社（渡部和人代表取締役）が
１月18日（水）に古丹別バスターミ
ナルの屋根の雪下ろし作業を地域社
会貢献事業として実施しました。
ありがとうございました。

古丹別バスターミナル　屋根の雪下ろし作業

　地崎道路株式会社北海道支店（髙橋
勝之取締役支店長）が２月８日（水）
に町役場の除雪作
業及び滑り止め材
の寄贈を地域社会
貢献事業として実
施しました。
　ありがとうござ
いました。

町役場の除雪作業及び
滑り止め材の寄贈

　力昼九重線外道単局改修工事
（冬）を実施の渡部工業株式会
社（渡部和人代表取締役）が１
月中旬からカンガルースクール
「雪あそび」に利用するすべり
台用の雪集め作業を地域社会貢
献事業として実施しました。
　ありがとうございました。

　古丹別大規模特定河川工事２
工区を実施の橋場・白鳥経常建
設共同企業体が１月26日（木）
～ 27日（金）にカンガルースク
ール「雪あそび」に利用するす
べり台の製作を地域社会貢献事
業として実施しました。
　ありがとうございました。

カンガルースクール「雪あそび」の雪集め及びすべり台づくり
地域社会貢献事業　　　　　まちの施設を整備していただきました

日 月 火 水 木 金 土
3月

21 22 23 24
認定古丹別
こども園
卒園式

25 認定苫前こども園卒園式20

26 27 28 29 30 31

4月

1

2 3

認定苫前こど
も園入園式
認定古丹別
こども園
卒園式

4 5 6 7 古丹別小学校入学式
苫前小学校入学式 8

9
北海道知事・
北海道議会
議員選挙
投開票日

10 11 苫前中学校入学式 12 13 14 15
胃・肺・大腸がん検
診
（苫前地区コミセン）
完全予約制

16
胃・肺・大腸が
ん検診（公民館）
完全予約制

17 18 19 20 21 22

23
苫前町長・
苫前町議会
議員選挙
投開票日

24 25 26 27 28 29
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　令和５年４月に統一地方選挙が執行されることに伴い、苫前町長選挙及び苫前町議会議員選挙の立
候補予定者事前説明会が行われます。各選挙への立候補を予定している方はご出席ください。
日時：３月27日（月）午後１時30分～
場所：苫前町役場庁舎２階 大会議室
対象：苫前町長、苫前町議会議員選挙の立候補予定者
　　　立候補予定者と共に選挙運動に従事される方
　※事前説明会への出席を希望の方は、苫前町選挙管理委員会事務局まで事前の申込をお願いします。
　※事前説明会への出席については、１候補者につき２名までとさせていただきます。
お問合せ先：苫前町選挙管理委員会　電話：６４－２２１１

第20回統一地方選挙立候補予定者事前説明会の開催について

資源ごみ（布類）の受入停止について
　現在、偶数月に資源ごみとして収集している「布類」につきまして、燃料高騰等に伴いリサイクル
業者の引き取りが困難になったことから、当面の間「資源ごみ（布類）」の受け入れを停止させていた
だきます。
　つきましては、不要となった布類は「一般ごみ」として出していただくか、リサイクルショップま
たはフリーマーケット等をご活用願いますようよろしくお願い申し上げます。

受入停止年月日　令和５年４月１日～当面の間
　※今後、資源ごみ（布類）の受け入れが再開される際は、改めて事前に回覧等で周知いたしますので、
　ご理解いただきますようよろしくお願い申し上げます。
　【お問合せ先】住民生活課環境生活係　電話：６４－２２１３
　　ごみの分別の仕方については、配布している「分別収集マニュアル」で確認いただくか、住民生
　活課環境生活係までお問合せください。なお、「分別収集マニュアル」を紛失してしまった場合は、
　役場又は古丹別支所で配布していますので、住民生活課環境生活係までご連絡ください。

きらりサイクル工房（羽幌町外２町村衛生施設組合）からのお知らせ
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　自動車税種別額は、４月１日現在の登録に基づいて課税される税金です。
■住所や所有者が変わったときは、運輸支局で変更登録をしてください。
　次の場合は、運輸支局で登録手続きが必要です。
　・引っ越しで住所が変わったとき（変更登録）・自動車の売買を行ったとき（移転登録）
　・自動車を処分したとき（抹消登録）
　→よくある納税通知書が届かない場合
　　引っ越して、住民票の住所変更だけ行った（自動車登録住所は変更されません）
　　郵便局の転送期間が切れている。（転送期間は、一年間です）
　令和５年度の自動車税種別割納税通知書を確実にお届けするため、３月中に手続きをお願いします。
■変更登録が間に合わないときは・・・
　道税ホームページの「自動車税種別割住所変更手続」から納税通知書の送付先の変更をしてください。
　　北海道　自動車税　住所変更　　　　　　　　検索
　お問合せ先
　　札幌道税事務所自動車税部　電話：０１１－７４６－１１９０

自動車の住所変更はお済みですか？

　今月、留萌振興局では給与・預金調査、その他財産の差押
を強化します。
　道税に未納がある方は早急に納付をお願いいたします。
　道税の納付について相談がある方は下記にご連絡ください。
お問合せ先
留萌振興局税務課納税係　電話：0164-42-8418

３月は滞納整理強化月間です
　町イメージキャラクターである「く
まだとまお」くん
宛に道内４名、道
外３名の計７名か
らバレンタインチ
ョコが届きました。

とまおくんにチョコが届きました。

……………………………………………………………………………… る情報いま住………………………………………………………………………………る情報いま住

ＪＡ北海道厚生連 苫前厚生クリニックよりお知らせ
皮膚科　外来日は
４月：４月27日(木)
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　大変混み合いますので、なるべく事前の電話予約をお
願いいたします。
　不明な点がありましたら電話でお気軽におたずねくだ
さい。

午前・午後とも予約制です。
ご希望の方は電話でお気軽におたずねください。

管理栄養士による
「今日からあらためる食事療法・なんでも相談」
内科の予約診療です
３月：３月15日（水）

ＪＡ北海道厚生連　苫前厚生クリニック（☎65-3535）

毎月、管理栄養士が対応しま
す。医師の診察があります。

風力発電の
売電状況

（町営風車「風来望」）

風力発電の
売電状況

（町営風車「風来望」）

令和５年２月分の実績
供給電力量　499,550kWh

9,891,090円

苫前町の交通事故情報苫前町の交通事故情報苫前町の交通事故情報
令和５年2月の事故状況

発生件数
死者数
負傷者数

交通事故死ゼロ日数は２月28日現在で596日
０件

令和５年度第１回北海道警察官採用試験を実施します！
　北海道警察は仕事のやりがいはもちろん、私生活の充実も大切にする組織です。
　　
　　○受付期間　３月１日（水）～３月31日（金） 午後５時30分まで
　　○受験資格（年齢）
　　　　平成３年４月２日～平成18年４月１日までに生まれた者
　　　　　（令和６年４月１日現在で18歳以上33歳未満）
　　※その他詳細は、北海道警察本部ホームページをご覧ください。

　予備自衛官は普段はそれぞれの職業に従事しながら、予備自衛官として必要な知識・技能を維持す
るため定期的な訓練を受け、有事の際には自衛官となって後方の警備や支援、または国民の保護のた
めの措置などを行います。

　〇受付期間　１月10日～４月６日　　
　〇試験日　　４月15日～ 16日のいずれか１日
　〇採用対象
　　自衛官未経験者（自衛官であった期間が１年未満のものも含む）
　　【一般】18歳～ 34歳未満　【技能】18歳以上・国家資格等を有するもの

１.インターネット受付期間
　　2023年３月１日（水）～３月20日（月）
２.受験資格
　  平成５年４月２日～平成14年４月１日生まれの者
３.お問合せ先
　　法華堂労働局総務部総務課人事第一係　
　　電話：０１１－７０９－２３１１
　　最寄りの各労働基準監督署（支署）

今の職場に所属したまま働ける予備自衛官補

2023年度労働基準監督官採用試験について
１.受験申込受付期間
　 令和５年３月１日～３月20日まで
２.受験資格
　 平成５年４月２日～平成14年４月１日
　 生まれの者
３.お問合せ先
　 財務省北海道財務局人事課人事係
　 　電話：０１１－７０９－２３１１

財務専門官採用試験のお知らせ

予備自衛官補とは…

詳しくは
こちらから

令和５年度第１回北海道警察官採用試験について



　令和５年４月に統一地方選挙が執行されることに伴い、苫前町長選挙及び苫前町議会議員選挙の立
候補予定者事前説明会が行われます。各選挙への立候補を予定している方はご出席ください。
日時：３月27日（月）午後１時30分～
場所：苫前町役場庁舎２階 大会議室
対象：苫前町長、苫前町議会議員選挙の立候補予定者
　　　立候補予定者と共に選挙運動に従事される方
　※事前説明会への出席を希望の方は、苫前町選挙管理委員会事務局まで事前の申込をお願いします。
　※事前説明会への出席については、１候補者につき２名までとさせていただきます。
お問合せ先：苫前町選挙管理委員会　電話：６４－２２１１

第20回統一地方選挙立候補予定者事前説明会の開催について

資源ごみ（布類）の受入停止について
　現在、偶数月に資源ごみとして収集している「布類」につきまして、燃料高騰等に伴いリサイクル
業者の引き取りが困難になったことから、当面の間「資源ごみ（布類）」の受け入れを停止させていた
だきます。
　つきましては、不要となった布類は「一般ごみ」として出していただくか、リサイクルショップま
たはフリーマーケット等をご活用願いますようよろしくお願い申し上げます。

受入停止年月日　令和５年４月１日～当面の間
　※今後、資源ごみ（布類）の受け入れが再開される際は、改めて事前に回覧等で周知いたしますので、
　ご理解いただきますようよろしくお願い申し上げます。
　【お問合せ先】住民生活課環境生活係　電話：６４－２２１３
　　ごみの分別の仕方については、配布している「分別収集マニュアル」で確認いただくか、住民生
　活課環境生活係までお問合せください。なお、「分別収集マニュアル」を紛失してしまった場合は、
　役場又は古丹別支所で配布していますので、住民生活課環境生活係までご連絡ください。

きらりサイクル工房（羽幌町外２町村衛生施設組合）からのお知らせ
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　自動車税種別額は、４月１日現在の登録に基づいて課税される税金です。
■住所や所有者が変わったときは、運輸支局で変更登録をしてください。
　次の場合は、運輸支局で登録手続きが必要です。
　・引っ越しで住所が変わったとき（変更登録）・自動車の売買を行ったとき（移転登録）
　・自動車を処分したとき（抹消登録）
　→よくある納税通知書が届かない場合
　　引っ越して、住民票の住所変更だけ行った（自動車登録住所は変更されません）
　　郵便局の転送期間が切れている。（転送期間は、一年間です）
　令和５年度の自動車税種別割納税通知書を確実にお届けするため、３月中に手続きをお願いします。
■変更登録が間に合わないときは・・・
　道税ホームページの「自動車税種別割住所変更手続」から納税通知書の送付先の変更をしてください。
　　北海道　自動車税　住所変更　　　　　　　　検索
　お問合せ先
　　札幌道税事務所自動車税部　電話：０１１－７４６－１１９０

自動車の住所変更はお済みですか？

　今月、留萌振興局では給与・預金調査、その他財産の差押
を強化します。
　道税に未納がある方は早急に納付をお願いいたします。
　道税の納付について相談がある方は下記にご連絡ください。
お問合せ先
留萌振興局税務課納税係　電話：0164-42-8418

３月は滞納整理強化月間です
　町イメージキャラクターである「く
まだとまお」くん
宛に道内４名、道
外３名の計７名か
らバレンタインチ
ョコが届きました。

とまおくんにチョコが届きました。
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　大変混み合いますので、なるべく事前の電話予約をお
願いいたします。
　不明な点がありましたら電話でお気軽におたずねくだ
さい。

午前・午後とも予約制です。
ご希望の方は電話でお気軽におたずねください。

管理栄養士による
「今日からあらためる食事療法・なんでも相談」
内科の予約診療です
３月：３月15日（水）

ＪＡ北海道厚生連　苫前厚生クリニック（☎65-3535）

毎月、管理栄養士が対応しま
す。医師の診察があります。

風力発電の
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（町営風車「風来望」）

風力発電の
売電状況
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令和５年２月分の実績
供給電力量　499,550kWh

9,891,090円

苫前町の交通事故情報苫前町の交通事故情報苫前町の交通事故情報
令和５年2月の事故状況

発生件数
死者数
負傷者数

交通事故死ゼロ日数は２月28日現在で596日
０件

令和５年度第１回北海道警察官採用試験を実施します！
　北海道警察は仕事のやりがいはもちろん、私生活の充実も大切にする組織です。
　　
　　○受付期間　３月１日（水）～３月31日（金） 午後５時30分まで
　　○受験資格（年齢）
　　　　平成３年４月２日～平成18年４月１日までに生まれた者
　　　　　（令和６年４月１日現在で18歳以上33歳未満）
　　※その他詳細は、北海道警察本部ホームページをご覧ください。

　予備自衛官は普段はそれぞれの職業に従事しながら、予備自衛官として必要な知識・技能を維持す
るため定期的な訓練を受け、有事の際には自衛官となって後方の警備や支援、または国民の保護のた
めの措置などを行います。

　〇受付期間　１月10日～４月６日　　
　〇試験日　　４月15日～ 16日のいずれか１日
　〇採用対象
　　自衛官未経験者（自衛官であった期間が１年未満のものも含む）
　　【一般】18歳～ 34歳未満　【技能】18歳以上・国家資格等を有するもの

１.インターネット受付期間
　　2023年３月１日（水）～３月20日（月）
２.受験資格
　  平成５年４月２日～平成14年４月１日生まれの者
３.お問合せ先
　　法華堂労働局総務部総務課人事第一係　
　　電話：０１１－７０９－２３１１
　　最寄りの各労働基準監督署（支署）

今の職場に所属したまま働ける予備自衛官補

2023年度労働基準監督官採用試験について
１.受験申込受付期間
　 令和５年３月１日～３月20日まで
２.受験資格
　 平成５年４月２日～平成14年４月１日
　 生まれの者
３.お問合せ先
　 財務省北海道財務局人事課人事係
　 　電話：０１１－７０９－２３１１

財務専門官採用試験のお知らせ

予備自衛官補とは…
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『ピースしている自分』
４年　花井優来里さん

　手のほり方
が む ず か し
かったけど、ほ
る向きに気を
付けて、ほりす
ぎないように
しました。

 ゆ ら り

　工夫したと
ころは、躍動感
が出るように、
ボールをちょっ
とずらして重
ねたところで
す。ボールが際
立つように明
るい色で刷り
ました。

『ピースしている自分』
４年　平井みちるさん

　顔のほる方
向に気を付け
てほりました。
あまり深く掘り
すぎないよう
にできました。

『花畑』
５年　上田　茉奈さん
　写真の周りを考えて描け
ました。左の空を描くのを頑
張りました。

ま　な
『朝日と夕日』
５年　鍜冶澤佳奈さん
　上の方が朝日で、下の方
が夕日をイメージしました。
工夫したところは腕を描いたり、きらきらさ
せたり色を変えたところです。

か　な
『ジンベエザメ
　の親子』
５年　宮本　氷紗さん
　ビー玉を転がして海を表
すことと、ジンベエザメを描くのを頑張りま
した。

ひ　さ

『形と色の川』
６年　秋山美結さん
　いろいろな形と模様を重ね
て、きれいに見えるようにし
たところや、カラフルな色を
使って、模様が目立つように
したところを見てください。

みゆう
『三色の魚達』
６年　助石　愛梨さん
　三つの色が分かれるよう
におしゃれな感じにしまし
た。個性的な色づかいにな
るように、三つに切断して刷
りました。

あいり
『ボールの世界』
６年　丹羽　菜月さん

なつき

『笑っている自分』
４年　小澤　唯乃さん
　目や手など、細かいところ
をほるのがむずかしかった
けど、特に手をていねいにほ
ることができました。

ゆ   の

開設時間電話番号
平日　8:30～17:150120-761-770

（フリーダイヤル）
〇厚生労働省新型コロナ
　ワクチンコールセンター

帰国者・接触者相談センター

平日　8:45～17:300164-42-8327〇留萌保健所

24時間
（年中無休）

0120-501-507
（フリーダイヤル）

〇北海道新型コロナウイルス
　感染症健康相談センター

9:00～21:00
（土日祝も含む）

0120-565-653
（フリーダイヤル）〇厚生労働省電話相談窓口

ご自身の体調や症状に不安がある場合は、次の窓口にご相談ください。

新型コロナウイルス感染防止にご協力をお願いします。
「新しい生活様式」の実践をお願いします！
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